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巻
　
頭
　
言

キ
リ
ス
ト
教
文
化
セ
ン
タ
ー
長
・
移
植
医
療
支
援
室
長

力

　

石

　

辰

　

也

「

鬼
子
母
神
像（

朱
漆
塗
り
厨
子
入
り）

」

（

教
育
棟
二
階
に
展
示
中
の「

隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
遺
品
収
集」

よ
り）

キ
リ
ス
ト
教
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
時
代
、
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
達
は
鬼
子
母
神
像
を

聖
母
子
像
に
み
た
て
て
大
切
に
し
て
い
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

2
0
1
7
年
は
日
本
で
臓
器
移
植
法
が
制
定
さ

れ
て
か
ら
20
周
年
に
な
り
ま
す
。
こ
の
法
律
は
2

0
0
9
年
に
改
正
さ
れ
、
本
人
の
意
思
が
不
明
な

場
合
に
も
、
家
族
の
承
諾
が
あ
れ
ば
臓
器
提
供
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
臓
器
提

供
は
大
幅
に
増
加
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
し
た

が
、
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
統
計
に
よ

る
と
、
法
改
正
後
も
臓
器
提
供
数
は
伸
び
悩
ん
で

い
ま
す（

※
1）

。
世
界
の
臓
器
提
供
・
臓
器
移

植
数
の
統
計
を
扱
っ

て
い
るIn

te
r
n

a
tio

n
a

l
R

e
g

is
tr

y
 

in
 

O
r
g

a
n

 
D

o
n

a
tio

n
 

a
n

d
T

ra
n

sp
la

n
ta

tion

のw
eb

site
（

※
2）

に
よ
れ

ば
、
2
0
1
5
年
の
日
本
の
臓
器
提
供
数
は
91
件

で
、
人
口
百
万
人
当
た
り
0
・
72
件
で
し
た
。
一

方
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
人
口
百
万
人
当
た
り
の

臓
器
提
供
数
は
国
に
よ
っ
て
多
少
の
違
い
は
あ
り

ま
す
が
、
概
ね
10
～
30
件
以
上
で
す
の
で
、
日
本

の
臓
器
提
供
数
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
比
較
し
て

著
し
く
少
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
諸
国
で
臓
器
提
供
が
多
い
こ
と
に
は
様
々
な
理

由
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響

が
あ
る
こ
と
は
お
そ
ら
く
間
違
い
が
な
い
で
し
ょ

う
。
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
半
世
紀
以
上
も
前
か
ら
、

臓
器
提
供
を
他
者
へ
の
愛
の
行
為
と
し
て
肯
定
し

て
い
ま
す（

※
3）

。
前
ロ
ー
マ
教
皇
の
ベ
ネ
デ

ィ
ク
ト
16
世
は
、
ド
ナ
ー
カ
ー
ド
を
常
に
身
に
着

け
て
い
る
と
公
言
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
し（

※

4）

、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教
皇
も
臓
器
提
供
は
隣
人

愛
の
証
で
あ
る
と
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す（

※
5）

。

欧
米
諸
国
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
、
臓
器
提
供
を
、

自
ら
を
犠
牲
に
し
た
イ
エ
ス
に
続
く
行
為
と
し
て

肯
定
的
に
と
ら
え
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
団
は
、
2
0
1
7
年
3

月
に
発
行
さ
れ
た「

い
の
ち
へ
の
ま
な
ざ
し【

増

補
新
版】

」
（

※
6）

で
、「

臓
器
移
植―

―

生
体

間
、
脳
死
後
、
心
停
止
後
の
ど
の
か
た
ち
で
あ
っ

て
も―

―

を
、
希
望
を
失
っ
て
い
る
人
に
健
康
を

取
り
戻
さ
せ
、
生
き
永
ら
え
る
可
能
性
を
与
え
る

現
代
医
学
が
切
り
開
い
た
福
音
と
し
て
、
わ
た
し

た
ち
は
評
価
し
肯
定
し
ま
す
。」

と
述
べ
て
い
ま

す
。
一
方
で
、「

移
植
医
療
が
盛
ん
な
国
で
は
、

『

臓
器
が
足
り
な
い』

と
い
う
こ
と
ば
が
し
つ
こ

い
ほ
ど
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
臓

器
を
部
品
の
よ
う
に
見
、
提
供
者
が
死
ぬ
の
を
待

ち
望
ん
で
い
る
社
会
は
、
健
全
だ
と
は
い
え
な
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。」

と
も
指
摘
し
て
い

ま
す
。
私
は
日
本
の
現
場
で
移
植
医
療
に
携
わ
る

者
の
一
人
と
し
て
、
移
植
医
療
に
か
か
わ
る
医
療

従
事
者
や
移
植
を
望
む
患
者
が
、
提
供
者
が
死
ぬ

の
を
待
ち
望
ん
で
い
る
こ
と
は
決
し
て
な
い
と
断

言
で
き
ま
す
。
日
本
は
欧
米
諸
国
と
比
較
し
て
臓

器
提
供
の
数
こ
そ
少
な
い
け
れ
ど
も
、
き
ち
ん
と

ル
ー
ル
を
守
り
な
が
ら
、
地
道
に
移
植
医
療
を
行

っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
現
在
は
臓
器
移
植
を
必
要

と
す
る
人
々
に
十
分
な
臓
器
を
提
供
で
き
る
時
代

に
備
え
て
い
る
段
階
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

臓
器
提
供
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
は
、
終
末
期

医
療
や
生
と
死
の
尊
厳
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。
聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学
で

学
ぶ
医
学
生
・
看
護
学
生
や
教
職
員
の
皆
さ
ん

が
、
本
学
の
建
学
の
精
神
と
の
関
係
も
考
慮
し
な

が
ら
、
時
に
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
く
だ

さ
る
と
幸
い
で
す
。
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2
0
1
6
年
度
の
活
動
内
容
を
ご
報

告
致
し
ま
す
。

【

2
0
1
6
年
度
活
動
報
告】

★

4
月
8
日

○
医
学
部
入
学
式

○
看
護
専
門
学
校
入
学
式

★
4
月
11
日

○
新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

★
5
月
24
日

○
新
入
生
歓
迎
会

★
6
月
3
日
・
4
日

○「

カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
キ
リ
ス
ト
教
文

化
研
究
所
第
28
回
連
絡
協
議
会」

に

参
加（

於：

神
戸
海
星
女
子
学
院
大

学
　
力
石
辰
也）

★
6
月
20
日

○
第
9
回「

キ
リ
ス
ト
教
文
化
に
触
れ

る
つ
ど
い」

（

Ｃ
Ｃ
倶
楽
部）

「

キ
リ

ス
ト
教
と
音
楽―

シ
ュ
バ
イ
ツ
ァ
ー

と
バ
ッ

ハ」
（

ギ
タ
ー：

内
山
修
太

朗（
医
学
部
4
年）

案
内
人：

土
居

由
美）

★
8
月
6
日
～
7
日

○
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
医
師
会
主
催「

第

32
回
カ
ト
リ
ッ
ク
医
療
関
連
学
生
セ

ミ
ナ
ー
2
0
1
6

in

北
海
道」

へ

の
参
加（

小
田
武
彦
・
岩
下
光
幸
・

清
水
泰
子
・
看
護
専
門
学
校
3
年
飯

田
瑞
紀）

★

10
月
4
日

○
機
関
誌「

い
ぶ
き」

83
号
発
刊

○
聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学
創
立
者

故
・
ス
テ
フ
ァ
ノ
明
石
嘉
門
博
士
と

亡
く
な
ら
れ
た
す
べ
て
の
教
職
員

学
内
追
悼
ミ
サ
へ
の
協
力
・
参
加

★
10
月
5
日

○
解
剖
ご
遺
体
追
悼
ミ
サ
へ
の
協
力
・

参
加

★
11
月
28
日

○
ク
リ
ス
マ
ス
・
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
・
点
灯
式
後
の
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー

テ
ィ
ー

★
12
月
20
日

○
聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学
看
護
専
門

学
校
ク
リ
ス
マ
ス
の
集
い
へ
の
協

力
・
参
加
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キ
リ
ス
ト
教
文
化
セ
ン
タ
ー
活
動
状
況（

平
成
28
年
度）

▲新入生歓迎会にて ▼新入生歓迎会の食事風景

▲▼病院で行われる
看護専門学校学生によるキャンドルサービス



平
成
27
年
4
月
に
改
正
さ
れ
た
キ
リ

ス
ト
教
文
化
セ
ン
タ
ー
の
規
程「

ス
ピ

リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
に
関
す
る
研
究
お
よ

び
講
演
会
等
の
開
催
と
と
も
に
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
に
関
連
す
る
事
項
を
業

務
と
し
て
行
う」

に
基
づ
い
て
、
当
セ

ン
タ
ー
は
同
年
よ
り
、
上
智
大
学
グ
リ

ー
フ
ケ
ア
研
究
所
・
人
材
養
成
講
座
の

集
中
実
習
受
け
入
れ
担
当
部
署
と
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

病
院
長
の
指
揮
下
、
緩
和
医
療
学

（

愛
和
病
院）

寄
附
講
座
、
看
護
部
を

は
じ
め
と
す
る
学
内
の
様
々
な
部
署
の

ご
協
力
を
得
て
行
わ
れ
て
き
た
同
実
習

も
次
第
に
回
を
重
ね
、
第
4
回
、
第
5

回
を
終
え
ま
し
た
。

午
前
中
は
教
育
棟
で
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
、
月
曜
日
か
ら
木
曜
日
午
後
は
病
棟

や
セ
ン
タ
ー
で
患
者
さ
ん
と
お
話
し
を

さ
せ
て
頂
く
と
い
う
ス
タ
イ
ル
の
本
実

習
は
、
医
学
生
の
皆
さ
ん
の
夏
・
春
の

休
み
期
間
中
に
行
わ
れ
て
お
り
、
本
年

度
の
日
程
は
、
第
4
回：

平
成
28
年
8

月
15
日（

月）

～
19
日（

金）

・
第
5

回：

平
成
29
年
3
月
13
日（

月）

～
17

日（

金）

で
し
た
。

実
習
生
と
患
者
さ
ん
と
の
会
話
実
習
を

受
け
入
れ
て
下
さ
っ

た
病
院
部
署
は
、

第
4
回：

8
西
病
棟
、
6
南
病
棟
、
6

北
・
西
病
棟
、
別
5
北
病
棟
、
腎
臓
病

セ
ン
タ
ー
、
第
5
回：

7
東
病
棟
、
別

館
5
北
病
棟
、
腫
瘍
セ
ン
タ
ー
、
腎
臓

病
セ
ン
タ
ー
で
す
。

ま
た
、
実
習
期
間
中
に
行
わ
れ
る
本

学
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
講
義
は
、
第
4
回

実
習
で
は
乳
腺
内
分
泌
外
科
の
津
川
浩

一
郎
教
授
が「
乳
癌
の
治
療
に
つ
い
て」

と
題
し
て
バ
イ
オ
メ
デ
ィ
カ
ル
な
諸
デ

ー
タ
を
提
示
し
な
が
ら
、
乳
癌
に
関
す

る
最
新
の
知
見
を
幅
広
い
観
点
か
ら
分

か
り
や
す
く
論
じ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
第
5
回
実
習
で
は
神
経
精
神
科
助

教
の
櫛
野
宣
久
助
教
が「

自
然
な
悲
嘆

を
目
指
し
た
終
末
期
で
の
介
入」

と
題

し
て
、
有
限
な
人
間
の
生
命
に
お
い
て

不
可
避
の
様
々
な
悲
嘆
に
自
然
に
向
き

合
う
こ
と
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
丁
寧
に

お
話
し
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

キ
リ
ス
ト
教
文
化
セ
ン
タ
ー
に
は
、

同
実
習
と
も
関
わ
る
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル

ケ
ア
や
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
を
扱
う
書
籍
も

所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
頃
、
皆
様
の

目
に
触
れ
る
機
会
は
少
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
医
療
に
お
い
て
全
人
的
ケ

ア
の
対
象
と
さ
れ
る
苦
痛（

身
体
的
苦

痛
、
精
神
的
苦
痛
、
社
会
的
苦
痛
、
ス

ピ
リ
チ
ュ

ア
ル
な
痛
み）

の
な
か
の

「

ス
ピ
リ
チ
ュ

ア
ル
な
痛
み」

に
対
す

る
ケ
ア
に
つ
い
て
考
え
る
際
に
、
ご
参

考
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
折
に
触
れ

て
お
手
に
と
っ

て
頂
け
れ
ば
幸
い
で

す
。
ま
た
同
実
習
等
に
つ
い
て
の
情
報

も
ご
提
供
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
声
を
か
け
て
下
さ
い
ま
す
よ
う
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

い　　　　 ぶ き(3) 平成29年10月 1 日第 84 号

上
智
大
学
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
研
究
所
・
人
材
養
成
講
座

集
中
実
習
受
け
入
れ
に
つ
い
て

キ

リ

ス

ト

教

文

化

セ

ン

タ

ー

　

土
　
居
　
由
　
美

第
４
回：

夏
の
実
習（
報
告
会
に
て）

第
５
回：

春
の
実
習（

報
告
会
に
て）



い　　　　 ぶ き (4)平成29年10月 1 日 第 84 号

キリスト教

文化センターの

日常を写真で

ご紹介します。
実験動物慰霊祭当日

出席する２年生がお花をもってキリ文へ

感謝と慰霊の想いをこめて

授業の合間に一息

あと５分で授業開始！
部活の合間に一息

今日はなぜか男性ばかり…

お昼休み和やかに

センター長の姿もあります

クリスマスツリーも

力仕事は進んで男子学生中心に

「お菓子の家」製作

あと７分で授業開始…

クリスマス会当日お昼休み

「お菓子の家」製作を

手伝う学生たち

華やかな看護専門学校の

先生と学生さんたち

お菓子の家・クッキー

アドヴェントカレンダー

クリスマス会準備のために

キリ文に来てくださった

看護専門学校の先生たち

スピード感が違います！ 

歓談の様子
ツリーには飾りの他に

実（お菓子）も熟し

そろそろ収穫の時を迎えます
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□

本本
棚棚
かか
らら

□

現
在
キ
リ
ス
ト
教
文
化
セ
ン
タ
ー
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
書
籍
の
中
か
ら
、
二
冊
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。

キ
リ
ス
ト
教
文
化
と
い
え
ば
、
絵
画
や
音
楽
、
建
築
な
ど
を
思
い
浮
か
べ
る
方
が
多
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ワ
イ
ン
や
ビ
ー
ル
な
ど
の
ア
ル
コ
ー
ル
類
と
共
に
、
お
料
理
や
お
菓

子
も
キ
リ
ス
ト
教
社
会
の
中
で
培
わ
れ
、
心
身
を
養
っ
て
き
た
豊
か
な
産
物
で
す
。

古
代
末
期
に
発
祥
し
、
中
世
か
ら
近
世
へ
と
キ
リ
ス
ト
教
と
共
に
社
会
の
中
に
溶
け
込
ん
で

き
た
修
道
院
の
中
で
伝
え
ら
れ
て
き
た
伝
統
的
な
お
菓
子
を
知
り
な
が
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
文
化

を
味
わ
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（

※
画
像
の
掲
載
に
つ
い
て
は
出
版
社
の
許
諾
を
頂
い
て
い
ま
す
。）

〇
丸
山
久
美
著

『

修
道
院
の
お
菓
子

│
ス
ペ
イ
ン
修
道
女
の
レ
シ
ピ』

株
式
会
社

地
球
丸

２
０
１
２
年

ス
ペ
イ
ン
の
家
庭
料
理
を
学
び「

M
i

M
esa
」

を
主
宰
す
る
著
者
が
、
ス
ペ
イ
ン

に
14
年
滞
在
し
て
い
た
間
に
修
道
院
め
ぐ

り
を
し
、
実
際
に
お
い
し
い
と
感
じ
た
お

菓
子
の
数
々
を
、
作
り
方
と
写
真
を
交
え

て
紹
介
し
た
書
籍
で
す
。
様
々
な
お
菓
子

に
加
え
て
、
院
内
で
作
ら
れ
た
お
菓
子
を

販
売
す
る
ス
ペ
イ
ン
の
修
道
院
や
、
キ
リ

ス
ト
教
の
歴
史
と
暦
の
な
か
で
育
ま
れ
た

お
菓
子
の
い
わ
れ
な
ど
も
紹
介
さ
れ
て
い

ま
す
。

〇
柊
こ
ず
え
・
早
川
茉
莉
著

『

修
道
院
の
お
菓
子
と
手
仕
事』

大
和
書
房

２
０
１
３
年

本
書
は
、
主
と
し
て
国
内
の
観
想
修
道

院
の
な
か
で
造
ら
れ
、
販
売
さ
れ
て
い
る

お
菓
子
や
カ
ー
ド
、
ロ
ザ
リ
オ
や
蝋
燭
な

ど
手
造
り
の
品
々
を
、
豊
か
な
自
然
の
中

に
あ
る
修
道
院
の
歴
史
や
日
常
生
活
と
共

に
紹
介
し
た
書
籍
で
す
。
四
季
折
々
に
祈

り
と
手
仕
事
に
よ
っ

て
紡
ぎ
出
さ
れ
る

品
々
を
通
じ
て
、
私
た
ち
の
身
近
に
も
あ

る
祈
り
の
場
、
修
道
院
を
知
る
こ
と
が
出

来
る
書
で
も
あ
り
ま
す
。

もうすぐキャンドルサービスの季節

授業後のキリ文では

聖歌を口ずさむ

ＭＣＣの学生も♪～♪～

そして冬のある日

３Ｆ吹き抜けから

キリ文を見下ろすと

早期体験実習の合間に

やってきた一年生たち

クリスマスツリーの

木の実を収穫！

早期体験実習の合間のひととき

聖堂の入り口にも

素敵な笑顔
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第
9
回
C

C

倶
楽
部
は
2
0
1
6
年

6
月
20
日
に
教
育
棟
2
0
1
教
室
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
タ
イ
ト
ル
は

「

キ
リ
ス
ト
教
と
音
楽（

2）

ギ
タ
ー

の
音
色
を
聴
き
な
が
ら」
で
、
ギ
タ
ー

の
生
演
奏
を
医
学
部
4
年
の
内
山
修
太

朗
君
が
行
い
ま
し
た
。
案
内
人
の
土
居

由
美
さ
ん（

キ
リ
ス
ト
教
文
化
セ
ン
タ

ー）

が
、
キ
リ
ス
ト
教
と
音
楽
と
言
え

ば
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
や
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
、
グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
な
ど
が
思
い
起

こ
さ
れ
る
が
、
ギ
タ
ー
に
よ
っ
て
親
し

ま
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
と
紹
介
し
て

く
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
、
ド
ミ
ニ
コ
会

修
道
女
に
よ
っ
て
ギ
タ
ー
と
共
に
歌
わ

れ
た「

ド
ミ
ニ
ク
の
歌」

も
そ
の
一
つ

で
す
。
こ
の
曲
は
1
9
6
0
年
代
の
大

ヒ
ッ
ト
曲
で
す
し
、
現
在
で
も
時
々
ラ

ジ
オ
や
B

G

M

で
流
れ
て
い
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
ら
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
聴
け

ば
、「

あ
っ

、
聴
い
た
こ
と
が
あ
る」

と
思
わ
れ
る
読
者
の
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
。
内
山
君
は「

A
m

a
zin

g
 g

ra
ce
」

、

「
A

v
e M

a
ria
」

、「

主
よ
人
の
望
み
よ

喜
び
よ」

、「

主
よ
御
許
に
近
づ
か
ん」

、

「
I d

rea
m

ed
 a

 d
rea

m
」

の
5
曲
を

演
奏
し
、
土
居
さ
ん
が
こ
れ
ら
の
名
曲

の
キ
リ
ス
ト
教
的
な
背
景
を
解
説
し
ま

し
た
。
約
1
時
間
の
生
演
奏
を
楽
し
ん

だ
後
は
、
キ
リ
ス
ト
教
文
化
セ
ン
タ
ー

に
移
動
し
て
、
軽
食
と
少
量
の
ア
ル
コ

ー
ル
を
参
加
者
み
ん
な
で
楽
し
み
ま
し

た
。
C

C

倶
楽
部
は
信
仰
で
は
な
く
、

文
化
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
教
を
楽
し
み

な
が
ら
学
ぶ
会
で
す
。
今
後
も
適
宜
計

画
を
立
て
ま
す
の
で
、
皆
様
の
気
軽
な

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

C
h
ris
tia
n
C
u
ltu
re
C
lu
b （

略
称：

Ｃ
Ｃ
倶
楽
部）

の
報
告

キ

リ

ス

ト

教

文

化

セ

ン

タ

ー

長

　

力

石

　

辰

也

本
年
度
よ
り
調
達
部

購
買
・
物
品

管
理
課
に
異
動
と
な
り
ま
し
た
。
4
年

間
、
学
務
課
に
在
籍
し
な
が
ら
キ
リ
ス

ト
教
文
化
セ
ン
タ
ー
の
事
務
担
当
と
し

て
4
月
の
新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
は
じ
め
と
し
、
新
入
生
歓
迎
会
、

公
開
講
演
会
、
年
度
末
の
ク
リ
ス
マ
ス

の
集
い
、
ま
た
、
力
石
セ
ン
タ
ー
長
の

も
と
新
た
に
立
ち
上
げ
ら
れ
た
学
生
・

教
職
員
の
た
め
の
キ
リ
ス
ト
教
文
化
に

触
れ
る
集
い
C

C

倶
楽
部（

C
h

ristia
n

C
u

ltu
re C

lu
b
）

等
、
年
間
行
事
の
参

加
、
日
程
調
整
、
学
生
と
の
連
絡
及
び

打
ち
合
わ
せ
を
行
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

C

C

倶
楽
部
で
は
、
教
室
、
セ
ミ
ナ

ー
室
、
教
職
員
ラ
ウ
ン
ジ
、
外
聖
堂
及

び
キ
リ
ス
ト
教
文
化
セ
ン
タ
ー
な
ど
を

使
用
し
な
が
ら
私
達
教
職
員
と
学
生
の

交
流
の
場
と
し
ま
し
た
。
少
し
ず
つ
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
今
ま
で
と
は
ち
が

っ
た
角
度
で
食
文
化
、
美
術
、
音
楽
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
ジ
ャ
ン
ル
を
テ
ー
マ
と

し
た
活
動
が
、
キ
リ
ス
ト
教
文
化
を
楽

し
く
学
ん
で
い
く
機
会
と
で
き
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

至
ら
な
い
点
な
ど
多
々
あ
り
ま
し
た

が
、
今
後
も
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
私
な

り
の
お
手
伝
い
が
何
か
で
き
れ
ば
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

キ
リ
ス
ト
教
文
化
セ
ン
タ
ー
に
よ
せ
て

調

達

部

購

買

・

物

品

管

理

課

　

主

任

　

山

崎

　

貴

史
2017年3月まで

キリスト教文化センター担当だった

山崎さん



い　　　　 ぶ き(7) 平成29年10月 1 日第 84 号

今
回
私
は
、
平
成
28
年
8
月
6
日

（

土）

～
7
日（

日）
に
実
施
さ
れ
た

第
32
回
カ
ト
リ
ッ
ク
医
療
関
連
学
生
セ

ミ
ナ
ー
2
0
1
6
に
参
加
す
る
機
会
を

得
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
は
、

”
と
も
に

成
長
す
る
親
と
子
“
と
い
う
テ
ー
マ
に

基
づ
き「

児
童
養
護
施
設
で
暮
ら
す
子

ど
も
た
ち
～
さ
ま
ざ
ま
な
親
と
子
の
形

～」

、「

子
ど
も
の
笑
顔
を
守
る
た
め
に

～
子
ど
も
虐
待
の
防
止
に
む
け
～」

、

「

親
と
子
ど
も
の
た
め
の
性
教
育
～
性

教
育
の
目
的
と
は
何
か
～」

、「

い
の
ち

の
始
め
と
母
と
子
の
き
ず
な」

と
い
う

講
演
の
聴
講
と
、
各
講
演
後
の
グ
ル
ー

プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

私
の
一
番
印
象
に
残
っ

た
講
演
は
、

児
童
養
護
施
設
で
の
話
で
し
た
。
児
童

養
護
施
設
で
は
、
ネ
グ
レ
ク
ト
等
の
虐

待
に
よ
り
家
庭
で
家
族
と
一
緒
に
住
め

な
い
子
ど
も
が
生
活
を
し
て
い
ま
す

が
、
児
童
養
護
施
設
の
職
員
は
施
設
の

環
境
・
設
備
や
関
わ
り
を
よ
り
家
庭
に

近
づ
け
て
い
こ
う
と
様
々
な
工
夫
を
し

て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
複
数
の

人
と
の
共
同
生
活
で
あ
る
施
設
に
入
所

し
て
い
る
子
ど
も
達
が
一
人
ひ
と
り
の

誕
生
日
を
祝
い
、
日
常
で
も「

生
ま
れ

て
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う」

と
い
う

言
葉
を
伝
え
、
食
事
で
は
好
き
な
食
器

を
選
べ
る
よ
う
な
関
わ
り
を
し
て
い
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
た
と
え
子
ど

も
で
あ
っ
て
も
一
人
ひ
と
り
を
尊
重
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
こ
の
よ

う
な
関
わ
り
が
子
ど
も
達
の
自
尊
心
の

向
上
に
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。

ま
た
、
講
演
後
の
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
講
演
の
感
想
と
そ

れ
に
対
す
る
意
見
に
つ
い
て
お
互
い
に

共
有
し
合
い
、
最
後
に
グ
ル
ー
プ
の
意

見
を
ま
と
め
て
発
表
す
る
と
い
う
形
式

で
し
た
。
グ
ル
ー
プ
は
臨
床
現
場
で
活

躍
し
て
い
る
医
師
・
学
校
の
教
授
・
事

務
職
員
な
ど
、
様
々
な
職
種
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
私
が
所
属
し
た
グ
ル

ー
プ
で
は
学
生
は
私
一
人
で
あ
っ
た
た

め
、
話
し
合
い
に
つ
い
て
い
け
な
い
の

で
は
な
い
か
と
不
安
で
し
た
。
し
か
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
話
は
学
生
の
私
で
も
分
か

り
や
す
く
、
様
々
な
職
種
の
視
点
か
ら

の
意
見
を
聞
く
機
会
と
も
な
り
大
変
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。
講
義
を
聞
く
だ
け

で
は
な
く
、
グ
ル
ー
プ
の
中
で
一
人
ひ

と
り
に
焦
点
を
当
て
た
意
見
交
換
、
そ

し
て
全
体
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
意
見
を

聞
く
こ
と
で
自
己
の
見
識
を
広
げ
る
こ

と
が
で
き
た
有
意
義
な
時
間
で
も
あ
り

ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
会
場
の
天
使
大
学
に
は
多

数
の
医
療
関
係
者
の
ほ
か
に
、
十
数
名

の
看
護
学
生
が
集
っ

て
い
ま
し
た
。

様
々
な
看
護
学
校
か
ら
の
参
加
者
で
あ

っ
た
た
め
最
初
は
皆
が
と
て
も
緊
張
し

て
い
ま
し
た
が
、
天
使
大
学
の
看
護
学

生
が
皆
に
積
極
的
に
話
し
か
け
て
く
れ

た
の
で
、
す
ぐ
に
打
ち
解
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
研
修
1
日
目
終
了
後
に

は
、
看
護
学
生
全
員
で
札
幌
周
辺
の
観

光
地
を
巡
っ
た
り
、
写
真
を
撮
っ
た
り

と
思
い
出
に
残
る
楽
し
い
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て

頂
き
本
当
に
感
謝
致
し
ま
す
。
カ
ト
リ

ッ
ク
医
療
関
連
学
生
セ
ミ
ナ
ー
は
多
く

の
学
び
や
思
い
出
が
得
ら
れ
る
機
会
な

の
で
、
も
っ
と
多
く
の
医
療
関
係
者
・

医
学
生
・
看
護
学
生
に
参
加
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
来
年
は
私
も
看
護
師

と
な
る
予
定
で
す
が
、
今
後
は
医
療
関

係
者
と
し
て
本
セ
ミ
ナ
ー
へ
参
加
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「

第
32
回
カ
ト
リ
ッ
ク
医
療
関
連
学
生
セ
ミ
ナ
ー

2
0
1
6

in

北
海
道」

に
参
加
し
て

聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学
看
護
専
門
学
校
38
回
生

飯
　
田
　
瑞
　
紀

サッポロビール園で

（筆者）



キ
リ
ス
ト
教
文
化
セ
ン
タ
ー
は
す
べ
て
の
教
職
員
・
学
生
さ
ん
の
た
め
の

開
か
れ
た
施
設
で
す
。
皆
さ
ん
に
は
、
職
務
・
講
義
・
実
習
の
合
間
に
気
軽

に
立
ち
寄
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
運
が
良
け
れ
ば
有
志
が
も
っ

て
き
て
く
れ
た
お
菓
子
や
お
茶
が
あ
り
ま
す
。
残
念
な
が
ら
常
勤
の
教
職
員

が
い
な
い
た
め
、
い
つ
で

も
誰
か
が
対
応
で
き
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

学
生
さ
ん
の
昼
休
み
の
時

間
帯
に
は
兼
務
の
教
職
員

が
対
応
す
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
本
号
に
掲
載
さ

れ
た
写
真
に
も
み
ら
れ
る

よ
う
に
、
堅
苦
し
い
雰
囲

気
は
な
く
、
訪
れ
た
人
は

み
な
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
て
お

話
を
し
た
り
、
本
を
読
ん

だ
り
、
音
楽
を
楽
し
ん
だ

り
し
て
い
ま
す
。
キ
リ
文

を
訪
れ
て
み
よ
う
と
は
思

う
が
、
何
と
な
く
き
っ

か

け
が
つ
か
み
に
く
い
と
感

じ
る
方
は
、
賞
味
期
限
が

少
し
だ
け
過
ぎ
て
し
ま
っ

た
お
菓
子
を
お
持
ち
に
な

る
と
よ
い
で
し
ょ

う
。
学

生
さ
ん
た
ち
に
は
、
全
く

気
に
す
る
こ
と
な
く
喜
ん

で
食
べ
て
く
れ
る
人
が
た

く
さ
ん
い
ま
す
。
お
菓
子

を
捨
て
る
と
い
う
勿
体
な

い
行
為
を
回
避
で
き
、
か

つ
新
た
な
話
し
相
手
が
で

き
る
な
ん
て
、
一
石
二
鳥

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
皆

様
の
お
い
で
を
お
待
ち
申

し
上
げ
ま
す
。
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外
海
の
出
津
集
落
遠
望

文
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長崎駅から車で北西へ西彼杵半島に向けて40分ほど走ると、「道の駅　夕陽が丘そとめ」に到着します。この外海（そとめ）地区の

出津集落は、「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」の名称で世界遺産登録を目指している、その構成遺産12か所のうちの一つ

になっています。

17世紀から続いた禁教政策の中、この集落に住んでいた潜伏キリシタンは密かに信仰を守り続けておりました。この集落から多く

の潜伏キリシタンが五島列島などに移住していったと言われております。明治時代に入り禁教令が解かれ、外国から再び宣教師が渡

来しました。この地区に赴任したフランス人の宣教師、マルク・マリー・ド・ロ神父は、あらゆる分野に精通し、多才な能力があり

ました。彼は、この集落に教会、生活の糧とするための色々な施設・工場などを建設していきます。そしてこの地区は産業・社会福

祉・土木・建築・医療・教育文化・布教・信仰の拠点となっていきます。

この地区には出津教会、その下には、ド・ロ神父記念館（旧鰯工場・保育施設）・旧出津救助院、・旧製粉工場・旧マカロニ工場

施設があります。集落の中央には歴史民族資料館、修道院、保育施設、老人福祉施設があります。

「道の駅　夕陽が丘そとめ」からは、出津集落が一望でき、その名前のとおり夕陽の景色が大変美しいところです。「沈黙」で有名

な作家の遠藤周作文学館も近くにありますので、一度訪れてはいかがでしょうか。
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クリスマス会に作った「お菓子の家」も、あっという間に、こんな風になるからです。


